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本書は、2014 年 3 月 22 日～23 日に国立国語研究所で開催された『第 8 回日本語実用
言語学国際会議』でのパネルセッション「コーパスと日本語教育」を中心に編纂されたも
のであるが、第 1 部～第 4 部と 4 つの部があり、計 9 名の日本語教育研究者の論文で構成
されている。 
























第 4 部「学習者コーパスによるバリエーション研究」では、以下の 2 つの論文が収めら
れている。 
・迫田久美子「話すタスクと書くタスクに見る日本語のバリエーション―日本語学習
者コーパス I-JAS の分析に基づいて―」 
・橋本ゆかり「年齢と環境要因による習得プロセスの違い―コーパスから探る習得順
序―」 


























































































い「N が N だ」のような名詞述語文があること、習得が進んでも解消しない誤用（原因や
理由を主題にする誤用など）があることを示し、中俣論文と同じく、日本語教育における
文型指導の問題点を指摘している。 






















































（やまだ しょうた 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程修了） 
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